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１．はじめに 
 近年，公共施設や工場，住宅等で，地下浅部（約 100m

以浅）の熱を利用する地中熱ヒートポンプ（GSHP）の採

用が進んでいる．GSHP の熱交換井の採熱量の試算は熱応

答試験を実施して求めた有効熱伝導率と平均地温を用いる． 

本研究では，森野・小澤（2016）が推定した水理地質構

造と森野（2017）が地下水流動・熱輸送解析を実施し求め

た地下水位，地下水流速，地下温度を用いて富良野盆地内

で 100m掘削時に得られる有効熱伝導率分布と平均地温分

布を推定した． 

 

２．水理地質 
富良野盆地は，第四紀層（盆地埋没層）により埋積され，

盆地の東西両縁が活断層により限られる構造盆地である．

盆地周辺では十勝火砕流堆積物（FT 年代でおよそ 120 万

年前）が白亜系および新第三系を覆っている（田近ほか，

2007）． 盆地内の第四紀層厚は 400m 以上と見積もられて

いる（北海道，2003）、（森野・小澤，2016）．このため、

今回対象になる富良野盆地内の深度 100m以浅の地下地質

は主に第四系の盆地埋没層および十勝火砕流堆積物で構成

される。 

 

３．推定方法 
3.1 有効熱伝導率 

有効熱伝導率を求めるためには，地層の熱伝導率と地下

水の流れによる移流の効果を考える必要がある． 

100m 掘削時の地層の熱伝導率を求めるために，森野・

小澤（2016）が示した十勝火砕流堆積物と盆地埋没層の境

界標高分布を用いて 100m掘削時の盆地埋没層および十勝

火砕流堆積物の割合を求めた．地層の熱伝導率は熱応答試

験結果から盆地埋没層の熱伝導率を不飽和 1.85 W/(m･K)，

飽和 2.00 W/(m･K)，十勝火砕流堆積物の熱伝導率を不飽

和 1.50 W/(m･K)，飽和 1.70 W/(m･K)とした．飽和・不飽

和の区分は森野（2017）の 100m 掘削時の地下水位分布と

地表面の標高を比較して求めた． 

地下水の移流の効果は，冨樫ほか（2013）は大久保ほか

（2009）が示したペクレ数（Pe）と有効熱伝導率（λα）

/地層の熱伝導率（λ）関係から，ペクレ数 Pe を変数とし

て有効熱伝導率λαを概算する以下の式を提案した。 

 

（λα=(e0.0733Pe)λ） 

 

変数のペクレ数を求めるには地下水流速が必要になる．

盆地埋没層及び十勝火砕流堆積物の地下水流速分布を森野

（2017）の地下水流動解析結果から求めた． 

 

3.2 平均地温 

森野（2017）で実施した地下水流動・熱輸送解析結果か

ら各地点の深度 10m～100m までの 10m 毎の地温を求め，

平均値を 100m 掘削時の平均地温とした。 

 

４．推定結果 
4.1 有効熱伝導率分布 

富良野盆地の有効熱伝導率（図 1）は地層の熱伝導率が

高い盆地埋没層が厚く堆積している盆地中央の富良野市北

部から中富良野町にかけての地域で最も高く（1.95～2.00 

W/(m･K)）、盆地縁辺部（例えば中富良野町西部と上富良

野町）で低い（1.70～1.80 W/(m･K)）推定結果になった。 

4.2 平均地温分布 

富良野盆地の平均地温（図 2）は盆地北半部の低地を北

東～南西に流れる河川沿いで最も高く（17～19℃）盆地

の縁辺部で低い（7～9℃）推定結果になった． 

 

５．まとめ 
富良野盆地を対象に有効熱伝導率分布と平均地温分布を

推定した．その結果，有効熱伝導率は地層の熱伝導率が高

い盆地埋没層が厚く堆積している富良野市北部から中富良

野町にかけての地域で高く，平均地温は盆地北半部の低地

を北東～南西に流れる河川沿いで最も高い結果になった． 

本研究で推定した有効熱伝導率と平均地温の情報に利用

する温度情報を加えることで，100m の熱交換井 1 本当た

りで得られる熱量が推定できる．建築物などの必要熱量が

決まっていれば熱交換井の必要本数の試算に活用できる． 
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第 1 図 100m 掘削時の有効熱伝導率分布 第 2 図 100m 掘削時の平均地温分布 
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